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Phänomenologie des Geistes. Gesammelte Werke Bd.9. Hrsg. von W. Bonsiepen und R. Heede. Hamburg (1980).


































































６　Hegel, G.W.F.: Enzyklopädie der philosophischen Wissenschaften, §24 Zu.
７　ちなみにこれを受けて直後の同章Ｂ｢不幸な意識｣論において既に承認が和解によって補完されねばならないことが示
唆されている。


































































































・ ・ ・ ・
、それに触れたりすること



















































































































９　Taylor, Charles: Sources of the Self: Making of the Modern Identity, Harvard University Press, 1989, p.36


















10 Hegel, G.W.F.: Grundlinien der Philosophie des Rechts, §331Anm.
11 テイラーの近著『世俗化の時代』では、南アフリカにおける｢真実和解委員会」が現代の社会における和解の実践の
一つのモデルとして挙げられている。Taylor, Charles: A Secular Age, Harvard University Press, 2007, p.705-6.この
点については中野剛充氏に御教示いただいた。
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